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会社概要

弊社グループは、『環境にやさしく安全な社会の創造に向けてあくなき挑

戦を続ける』という経営理念のもと、防災・減災、社会インフラの維持・

更新を担う「建設事業」と、労働・自然災害・事故等から身体の安全を守

る防災安全用品・サービスを提供する「防災安全事業」を通じて、地域社

会の安全と発展に貢献するべく事業を推進しています。

また、自然由来の素材で構成されている、SDGs製品「かぐやロード」の販

売も行っており、ヒートアイランド抑制、竹林被害への対応、脱炭素等へ

の社会課題解決へも積極的に取り組んでいます。

九州を基盤に、総合防災・減災事業を
展開する LEADING COMPANY

代表取締役社長
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竹材の利用価値の低下と需要の縮小

土砂災害リスクの拡大

⇒竹の根は浅く、広くはるため、土壌保持する力が弱い

日本全国の竹林面積が、ここ30年で10％以上拡大

放置竹林問題

「かぐやロード」は地域社会の環境問題解決を目的として開発されました。

①草刈りによる雑草対策

（草刈りの手間、人手不足）

③ヒートアイランド化

（雑草が育ちやすい環境）

②ゴミとして焼却

（CO2排出）

雑草対策問題
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雑草・竹林の問題は「軽視⇒放置⇒拡大⇒手遅れ」という悪循環を生みだします。



「かぐやロード」は日本の原風景を再現しました。

かつてどこにでも見られた日本の原風景をプレミックス製品で再現しました。

そのため現場の熟練度に左右されず、簡単な工程で使用可能です。

土塀 三和土
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「かぐやロード」は、自然景観に調和し、雑草対策から公共施設・住宅まで幅広く対応できます。

「かぐやロード」は、雑草が生えて困っているところは

もちろんのことセメントを使用したくないエリアに使用

することで環境面・安全面・周囲の環境調和を実現
自然公園、史跡・文化財、一般道路、河川、鉄塔、階段、墓地、学校、動物園、個人住宅等

使用用途
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「かぐやロード」はあらゆる環境下で周囲の景観と調和した歩道整備ができます。 6

吉野ケ里歴史公園（佐賀） 七瀬川自然公園（大分）

国営昭和記念公園（東京） 仙厳園（鹿児島）



建設発生土

溶出試験での土壌環境基準値を満たし

再生利用が可能な清浄な土砂

土壌環境基準

”人の健康を保護し、生活環境を保全する

うえで維持することが望ましい基準”とし

て環境省(旧：環境庁)により定められたも

の土壌の汚染状況を判断する基準として、

土壌中の有害物質の項目ごとに最大許容濃

度などを規定している。また、汚染された

土壌については、速やかに基準値まで改善

する際の目標値にもなる。

「かぐやロード」は自然素材100％の環境配慮型製品です。

環境性能
自然素材100％で作っているため、日本国内の施

工現場では処分の際も産業廃棄物ではなく建設発

生土として受け入れ実績有り
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「かぐやロード」はカーボンニュートラルにダイレクトに貢献します。

環境性能

かぐやロードは施工時の水和反応でCO2を吸収固定する性能があり、1

ヶ月のCO2吸収量は74㎏/㎥（杉約8.4本分）、2ヶ月～3ヶ月程度経過

すると徐々に呼吸活性化は低下し、1年間のCO2吸収量は、142㎏/㎥（

杉約16.1本分）であった

かぐやロード1㎡のCO2吸収性能は杉0.5本と同等

大気中の降雨など自然環境の影響も考慮する必要があるため、

現在も引き続き、より長期的な試験を継続中

8

※福岡大学研究施設内による短縮試験結果



路面温度測定状況の試験開始直後の低温時と約4時間

経過後の高温時にサーモトレーサにて撮影した画像

熱画像
温度測定状況

アスファルト舗装と比較して路面温度差 －15.1℃

コンクリート舗装と比較して路面温度差 －8.5℃

上記結果からヒートアイランド現象緩和に期待ができる

路面温度測定

「かぐやロード」は、ヒートアイランド現象を抑制します。

環境性能
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アスファルト舗装

アスファルトバインダー（黒色）が熱を吸収しやすく、蓄熱の原因となる。

さらに水分を含まないため、気化熱による冷却が期待できません。

かぐやロード舗装

マグネシウムバインダー（白色）がアスファルトに比べて熱をためにくい。

さらに透水性素材と組み合わせで、気化熱による冷却効果を発揮し、

表面温度の上昇を抑えます。

ヒートアイランド現象の原因



製品の成長
ブランドを改善し、市

場
シェアを拡大するため

に
プロモーションを強化

する

ブランドを改善し、市
場

シェアを拡大するため
に

プロモーションを強化
する

ブランドを改善し、市
場

シェアを拡大するため
に

プロモーションを強化
する

ブランドを改善し、市
場

シェアを拡大するため
に

プロモーションを強化
する

ブランドを改善し、市
場

シェアを拡大するため
に

プロモーションを強化
する

低下

新機能を追加するか、
製品を打ち切る

成熟

利益を最大化し、製品
を改善する他の方法を

探る

1 伐採

2 竹材買取

4 乾燥

3 チップ化

5 計量

6 ミキシング

7 包装

8 施工

9 完成

10 リサイクル

地域資源による循環型社会の形成

地域資源活用 景観整備

放置竹林解決 雑草対策

環境性能

10「かぐやロード」は、廃竹の再利用によるサーキュラーエコノミーの実現に貢献します。



環境省主催のグッドライフアワードは、環境に優しい社会の実現を目指し、日

本各地で実践されている「環境と社会によい暮らし」に関わる活動を募集して

 紹介・表彰し、支援していくプロジェクト

2024年12月7日表彰式撮影写真（@渋谷スクランブルホール）

第12回開催

「かぐやロード」が応募件数221件の中から

実行委員会特別賞「SDGsビジネス賞」を受賞

「かぐやロード」は、環境省による高評価を取得しました。

グッドライフ
アワード
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「かぐやロード」は、日本における土木工学分野の中核的研究機関から、高い評価を得ています。

舗装性能確認試験結果

国土交通省が所管する土木研究所が定める土系舗装の性能目標に係るすべての試験

項目をクリアしていることから、日本各地の国営公園でも多数採用されています。

各種試験結果
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毎年多額な防草コストをご負担いただいているお客様に向けコスト削減のご提案 13



用途に応じた締固めを実施することで、4t車以下の車両荷重に対応した駐車場利用が可能です。 14



「かぐやロード」は、社会課題に挑む革新的なソリューションとなります。

防草対策工比較表（従来工法との比較）
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毎年多額な防草コストをご負担いただいているお客様に向けコスト削減のご提案 16

1㎡当りの価格

6,348円/㎡（材工）



福岡市との連携
・令和5年度グリーンイノベーションチャレンジ採択

・令和6年度グリーンイノベーションチャレンジ採択（2年連続）

・2024年度「中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）」採択

・令和7年度福岡市トライアル優良商品認定

・令和7年度福岡市カーボンニュートラル貢献企業認定

2025年4月3日表敬訪問撮影写真（＠福岡市役所）

日本乾溜工業株式会社

■案件名：東南アジア地域における竹短繊維入り土系舗装材のニーズ確認調査

■対象地域：東南アジア（タイ）

【JICA事業の概要】
自社開発の竹短繊維入り土系舗装材

（製品名 かぐやロード：景観性に優れCO2吸収機能も有する自然素材100%の舗装）

の海外現地導入可能性を検討するため、現地市場や製造・販売パートナ候補企業の

調査、現地生産に向けたサプライチェーンを確認するもの

～同社とし海外へ初チャレンジ～

「かぐやロード」は海外進出に挑戦します。 17



気候変動・脱炭素社会に貢献するサステナブルな舗装革命の実現に向けた挑戦 18

Before

After

グリーンマテリアルによる

サーキュラーエコノミーの実現

バンコク市内（ルンピニー公園）

でのかぐやロード施工イメージ

都市開発と気候保全の両立を実現

（仮説）黒い舗装が地球を熱くしてきた

世界を覆ったアスファルト舗装が、地球を熱してきたのではないか

現在、世界各国の舗装基準ではアスファルト

舗装（黒舗装）が主流となり、ヒートアイラン

ド現象により路面温度は土舗装と比べて約10℃

上昇し、都市部の体感温度を押し上げている。

もし、製造時に多量のCO₂を排出するセメン

トを用いず、自然素材による土系舗装が世界標

準となれば、路面温度の低減を通じて体感温度

が変化し、気候変動の緩和につながる可能性が

あるのではないか。

私たちはこの仮説のもと、CO₂吸収・固定機

能を有する「かぐやロード」を学術機関との連

携により改良し、「呼吸する舗装材」という新

たなジャンルの確立に挑戦する。

まずは国内における舗装材単体での緑地認定

の確立を目指し、将来的にはライセンス付与に

よる地産地消型の現地版かぐやロードが世界各

地に広がることで、世界的な舗装革命の実現を

目指す。



THANK YOU FOR 
YOUR ATTENTION.
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